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日本大学生物資源科学部（学士（生物資源学））の 

「卒業の認定に関する方針」，「教育課程編成及び実施に関する方針」 

及び「入学者受け入れに関する方針」 

 

 

卒業の認定に関する方針（ディプロマ･ポリシー：DP） 

 
日本大学生物資源科学部は，「日本大学教育憲章」に則り，日本や国際社会が直面してい

る生命･食料･資源･環境に関するさまざまな問題を発見･解決し，科学･技術の持続的な発展

に貢献することを基本理念としている。また，生物資源の生産と利用に関する科学（以下 「生

産･利用科学」），「生命科学」，「環境科学」の三分野を基軸とした生物資源科学に関する幅広

い知識と高い専門性，豊かな教養，人間活動に関する深い洞察力，高い倫理観を身につけた

人材の育成を教育目標としている。生物資源科学部では，これらの基本理念と教育目標に基

づき，「日本大学マインド」と「自主創造」の能力を身につけ，かつ各学科の教育研究上の

目的に対して設定された卒業要件を満たす者に，学士（生物資源学）の学位を授与する。  
 
具体的な到達目標  

 
【自ら学ぶ】 

〔DP1〕 豊かな教養と生命･食料･資源･環境に関する幅広い知識に立脚した高い倫理観

を身につけ，健康で快適な生活，自然環境の保全･修復に貢献できる。 

〔DP2〕 

 

日本や国際社会が直面している生命･食料･資源･環境に関するさまざまな問題

を理解し，説明することができる。 

 

【自ら考える】  
〔DP3〕 生物資源科学に関するあらゆる情報を収集して総括し，論理的・批判的な思考

をすることができる。 
〔DP4〕 日本や国際社会が直面している生命･食料･資源･環境に関するさまざまな問題

を発見し，解決策を提案することができる。 

 
【自ら道をひらく】 

〔DP5〕 学問および科学の発展に寄与するために，自らが設定した課題に果敢に挑戦

し，調査･実験などにより得られた研究成果を発信することができる。 
〔DP6〕 生物資源科学に関する英語や日本語の文献，情報を調査して他者の意見を理解

し，自分の考えを伝えることができる。 
〔DP7〕 生物資源科学に関連するさまざまな分野の人々と連携・協働すること，リーダ

ーシップを発揮して他者の力を引き出し，その活躍を支援することができる。 
〔DP8〕 地域社会，日本及び世界における生命･食料･資源･環境をめぐる人間活動にお

いて，自己の立場と役割を認識し，生物資源科学に関わるさまざまな活動に貢

献することができる。 
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教育課程編成及び実施に関する方針（カリキュラム･ポリシー：CP） 

 

日本大学生物資源科学部（学士（生物資源学））では，「日本大学教育憲章」（以下，「憲章」）

を基に，卒業の認定に関する方針として示された８つの能力（コンピテンシー）を養成する。

この目的を達成するために，教養教育科目，基礎専門科目，専門教育科目等の授業科目を，

設定された各能力別に体系化し，講義・演習・実験・実習等の多彩な学修方法による教育課

程を編成して実施する。 

学修の成果は，シラバスに明示された到達目標の達成度について，授業形態や授業手法に

適した多面的な方法により評価する。「憲章」に示される「日本大学マインド」および「自

主創造」の 3 つの構成要素に関連した８つの能力に関しては，授業内容に対する到達度に加

えて，学生自身による振り返り等も考慮して総合的に判定する。 
 

【自ら学ぶ】 

〔CP1〕 教養教育科目，基礎専門科目，各学科専門教育科目による体系的な学びを通じ

て，豊かな教養と生命･食料･資源･環境に関する幅広い知識と高い倫理観を培

い，健康で快適な生活や生態系の維持など，自然環境の保全･修復に貢献でき

る能力を育成する。 
〔CP2〕 教養教育科目，基礎専門科目，各学科専門教育科目による体系的な学びを通じ

て，日本や国際社会が直面している生命･食料･資源･環境に関するさまざまな

問題を理解し，説明できる能力を育成する。 
 

【自ら考える】  
〔CP3〕 教養教育科目の自然系科目や各学科専門教育科目の講義科目等の体系的な学

びを通じて，生物資源科学の各分野に関連するさまざまな情報を統合し，論理

的・批判的に思考できる能力を育成する。  

〔CP4〕 講義科目の内容に対応する実験･実習･演習科目を一体化させた特徴的なカリ

キュラムによる体系的な学び「総合的フィールドサイエンス教育」を通じて，

日本や国際社会が直面している生命･食料･資源･環境に関するさまざまな問題

を自ら発見し，解決策を提案するための能力を育成する。 

 
【自ら道をひらく】 

〔CP5〕 「総合的フィールドサイエンス教育」に立脚した学部教育の集大成である「卒

業研究」を通じて，自らが設定した課題に果敢に挑戦し，調査･実験などの研

究成果を社会に発信できる能力を育成する。 

〔CP6〕 教養教育科目，基礎専門科目，各学科専門教育科目（語学系･演習系科目）の

体系的な学びを通じて，語学力，国語力，自己表現力，コミュニケーション能

力を育成する。 

〔CP7〕 教養教育科目，基礎専門科目，各学科専門教育科目（実験･実習･演習科目にお

けるグループワーク）を通じて，生物資源科学に関連するさまざまな分野の

人々と連携・協働する能力，専門知識を活用してリーダーシップを発揮し，連
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携･協働者の活躍を支援するための力を育成する。 

〔CP8〕 教養教育科目，基礎専門科目，各学科専門教育科目による広範かつ主体的な学

びにより，幅広い視野と深い洞察力を培い，地域社会，日本及び世界における

生命・食料・資源･環境をめぐる人間活動の中での自己の立場や役割を認識し，

自己を高めて生物資源科学に関わるさまざまな活動に貢献するための能力を

育成する。 

 
 

入学者受け入れに関する方針（アドミッション･ポリシー：AP） 

 
日本大学生物資源科学部（学士（生物資源学））では，ディプロマ･ポリシーに掲げた人材

を育成するために，多様な選抜方法によって，以下の能力･資質を有する者を受入れる。 

  
【知識･技能】 

〔AP1〕 高等学校で習得すべき自然科学の基礎知識を有している。 

〔AP2〕 高等学校で習得すべき基礎的な数理能力，論理的思考力を有している。 

〔AP3〕 日本や国際社会が直面している生命・食料・資源･環境の諸問題に関する基礎

知識を有している。 

 
【思考力･判断力･表現力等の能力】  
〔AP4〕 入学後にさまざまな分野の文献を調査し，プレゼンテーション,レポート作成を

行うにあたって必要とされる国語力を有している。 
〔AP5〕 入学後に生物資源科学に関連する英語文献の講読，英語でのコミュニケーショ

ンに必要とされる基本的な語学力を有している。 

 
【関心･意欲･態度･志向性】 

〔AP6〕 生物（植物･動物･微生物等）とそれらに由来する生物資源や自然環境に加え，日

本や国際社会が直面している生命・食料・資源･環境に関する問題に強い関心を

持っている。 
〔AP7〕 「生産･利用科学」，「生命科学」，「環境科学」に関する学びを通して自ら課題を

見出し，それを積極的・創造的に解決しようとする強い意欲を持っている。 
〔AP8〕 日本や国際社会における科学･技術の持続的な発展に貢献しようとする強い意欲

を持っている。 
〔AP9〕 入学後，本学部での「総合的フィールドサイエンス教育」に関連する実験･実習･

演習科目の受講において，多様な人々と協働しつつ主体性を持って学修できる。 

 
以  上  


